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１．はじめに

　「留学生の家族のための日本語・日本事情コース」（以

下，「家族の日本語コース」）は，名古屋大学留学生会

（NUFSA）主催で1987年から開講されている。それ以

前は，留学生数が少なかったこともあり，家族も大学

の「全学向け日本語講座」を受講していたようである。

「家族の日本語コース」は当時の言語文化センターの教

員が YWCA の日本語講師を紹介して始まったと聞い

ているが，このコースが現在のように安定，且つ充実

した内容で運営できるようになったのは，名古屋栄ラ

イオンズクラブから経済的援助をいただくようになっ

た1994年秋からのことである。

　その頃，「入門」と「初級」の2クラスであったが，

熱心な「初級」クラス修了生からもう一つ上のクラス

を作ってほしいとの要望が強くなっていた。1994年前

期，講師の好意に頼って試験的に「中級」クラスを開

講したが，講師の負担は大きく後期については大幅な

受講料値上げをしなければ３クラス運営は困難と判断

していた。

　ちょうどその時，名古屋栄ライオンズクラブの役員

が来校され，留学生のために何か支援できることはな

いかと相談があった。新しく設立されたライオンズク

ラブとして目に見える形で役に立つ支援をしたいとの

申し出であった。

　それ以来，19年間に亘り継続的な支援をいただき，

現在は４クラス体制の充実したコースとなった。名古

屋栄ライオンズクラブの恩恵を受けた受講生は，平成

24年度末で延べ1,743名である。

２．�2012（平成24）年度「家族の日本語コース」�
事業報告

　2012年度は，前期38名，後期42名，計80名が受講し

た。週2回（火曜日と木曜日）の授業以外に，前期は，

東山公園への校外学習（５月），サマーパーティー（7

月）を開催し，後期は，郡上へのバス旅行（11月），イ

ヤーエンドパーティー（12月）を行った。各期32回で

ある。

　４月と10月の開講式では，名古屋栄ライオンズクラ

ブ会長にご挨拶いただくとともに全受講生に新しいテ

キストをプレゼントしていただいた。また各期のパー

ティでは，受講生が持ち寄る家庭料理やゲームを一緒

に楽しんでいただく等，相互交流を行っている。さら

に，名古屋栄ライオンズクラブの例会（３月）に受講

生2名（メキシコ，中国各1名）が出席して，日本語

でスピーチして日頃の学習成果をご披露した。

留学生の家族のための日本語・日本事情コース

松 浦 ま ち 子

2012年5月17日　家族の日本語コース　東山公園へ校外学習

2012年11月17日　家族の日本語コース　郡上での餅つき
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　家族の日本語コースのバス旅行は，ここ５年は地域

篤志家からのご援助を得て実施してきた。6年目の

2012年度も援助いただけることになり，郡上の NPO

と協力した手作りの旅で，晩秋の郡上を訪れた。冷え

込んだ日で郡上では早朝に初雪が降ったらしく屋根に

は白い雪が残り，灰色の空を背景にそびえる山々，靄

がかかった常緑樹と紅葉の日本的な美しい風景は東山

魁夷の世界のようであった。東南アジアからの受講生

が「あれが雪ですか？」と質問しながら盛んにカメラ

を向けていた。一日中，雨が降ったり止んだりであっ

たが，道の駅での餅つき，足湯，温かく美味しい昼食，

郡上踊りや街並み等を満喫して帰路についた。

　12月のイヤーエンドパーティーでは，ウズベキスタ

ンの結婚式の様子やインドの話，韓国やロシアの歌，

さらにインドネシア受講生グループがインドネシア語

で「ドラえもん」を歌って盛り上がった。ドラえもん

は世界で人気と聞くが，他言語で歌われるのは不思議

な感じだった。その後，日本のお正月の遊びとして福

笑いゲームをみんなの笑顔とともに楽しんだ。

３．家族の日本語コースの目的と効果

　家族の日本語コースの目的は二つ。一つは日本語を

学ぶこと。それにより，家族自身が自立して日本生活

をより楽しむことができる。その結果，留学生が研究

に集中できる。家族と共に暮らすことで，留学生は精

神的に安定するが，家族が日本語がわからないと，生

活すべてが留学生頼りになり時間的にも精神的にも負

担となる。もう一つの目的は，このコースで友だちを

作ってほしいことである。留学生は，時として朝から

晩まで研究室で過ごすため，家族は家に取り残され寂

しい思いをする。友だちがいれば，話したり，出かけ

たりして寂しい思いをしなくて済む。コースに出かけ

てくるだけでも気晴らしになる。

　いずれにしても，同じ時間日本で暮らす家族にも日

本で充実した生活をしてもらいたいと考える。留学生

家族もまた，将来，日本との懸け橋となる人々である。

4．家族の日本語コースを支える人 ・々グループ

　この家族の日本語コースは多くの人々・グループに

支えられて成り立っている。主催は名古屋大学留学生

会であるが，名古屋栄ライオンズクラブからの支援が

始まってからは，会計の明確化のため，名古屋大学留

学生会活動の会計とは切り離し，留学生相談主事が責

任者として運営してきた。現在では，主催の名古屋大

学留学生会と連携しながらも，運営責任は留学生セン

ターアドバイジング・カウンセリング部門が行っている。
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　名古屋栄ライオンズクラブからは，前期・後期とも

全受講生への新しいテキストのプレゼント，ひとクラ

ス分の講師謝金，そしてパーティ時に図書券のプレゼ

ントをいただく等経済的支援が大きい。一方で，受講

中のベビーシッターサービスをボランティアグループ

「ひろば」が提供している。平成24年度後期は，８人の

子どもたちを預かることになり，手が足りなくなった

分を留学生ボランティアや以前の受講生が手伝ってく

れた。「ひろば」は学外でクッキング教室を開催して，

受講生に日本料理を教えたり，逆に受講生が母国料理

を教えたりして相互の絆づくりを大切にしている。

　そして，なんといっても日本語教師４名のご尽力は

大きい。このコースの日本語教師は，ボランティア精

神がなければ勤まらない。日本語教師は先生であると

同時に人生の先輩でもある。クラスはあくまでも明る

く楽しい。長い間には教師の交代もあったが，どの先

生も包容力のある方々で，このコースの温かさはそん

な日本語教師の人柄に負うところが大きい。

　留学生センターアドバイジング・カウンセリング部

門と日本語教師とは各期2～３回会議を開催し，各期

のスケジュールやテキスト購入計画を含めコースのよ

りよい運営を話し合っている。さらに，留学生セン

ターアドバイジング・カウンセリング部門スタッフの

献身的な仕事ぶりが，日本語教師や受講生との心の距

離を縮めている。最終授業日の会話相手も含めすべて

のイベント運営は，担当者のみならず留学生センター

（IB 館）スタッフの労に負うところが大きい。

5．おわりに

　このコース運営の財源は，受講生からの授業料，名

古屋栄ライオンズクラブからのご支援，そして，名古

屋大学留学生後援会からの補助金である。経済面，労

力面，精神面のどれをとっても多くの人々の善意と好

意が支えているコースといえる。そのことにあらため

て感謝申し上げるとともに，今後とも，このコースが

安定的・継続的に運営され，日本という海外で暮らす

外国の方々の役に立ちよい思い出となることを願って

いる。

◆名古屋栄ライオンズクラブホームページ URL

　　http://www.sakae-lc.jp/

◆ひろばホームページ URL

　　http://hiroba123.exblog.jp/i4


